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本日の内容 

•  自施設の状況把握・評価、県内の情報共有 
– 宮城県のがん対策における緩和ケアのPDCAサ
イクルの確保に関する取り組み 

•  県内の情報共有、相互評価 
– 宮城県における緩和ケア提供体制に関するピア
レビュー（相互訪問）のパイロットテスト 



指定要件 
がん診療連携拠点病院 
６ ＰＤＣＡサイクルの確保  
（１） 自施設の診療機能や診療実績、地域連携に関する実績や活動状況の
他、がん患者の療養生活の質について把握・評価し、課題認識を院内の
関係者で共有した上で、組織的な改善策を講じること。  

（２） これらの実施状況につき都道府県拠点病院を中心に都道府県内のが
ん診療連携拠点病院、特定領域拠点病院、地域がん診療病院において、
情報共有と相互評価を行うとともに、地域に対してわかりやすく広報す
ること。 

 
都道府県がん診療連携拠点病院 
５ ＰＤＣＡサイクルの確保  
Ⅱの６の（２）に規定する、都道府県内のがん診療連携拠点病院、特定領域
拠点病院、地域がん診療病院におけるＰＤＣＡサイクルの確保について、
中心となって情報共有と相互評価を行い、地域に対してわかりやすく広
報すること。 
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指定要件への対応状況の読み合わ
せ 

データはイメージです 



宮城県で現在はじめた取り組み（大学が研究として実施）	

宮城県内の全ての拠点病院に協力依頼	  

現況報告を入手	

各拠点病院に訪問	  
インタビュー（大学院生（看護師））	  

	  
約1時間で現況報告をもとに	  
緩和ケアの実施状況、自施設の	  
状況把握・評価の方法などを確認	

定期的な訪問	  
インタビューの実施	  
（6ヶ月毎など）	

情報を大学でまとめ宮城県緩和ケア部会で報告	  
	  

情報提供（成功例や困難例）	  
拠点病院間で統一化できる指標の検討？	



自施設の状況把握・評価をする指標？ 

•  指定要件の合致状況？ 
•  緩和ケアチームの依頼数、依頼内容？ 
•  緩和ケア外来患者数？ 
•  がん患者カウンセリング料算定数？ 
•  医療用麻薬処方量？ 
•  スクリーニングの実施数、陽性数、対応数、
転帰？ 



本日の内容 

•  自施設の状況把握・評価、県内の情報共
有 
– 宮城県のがん対策における緩和ケアのPDCA
サイクルの確保に関する取り組み 

•  県内の情報共有、相互評価 
– 宮城県における緩和ケア提供体制に関するピ
アレビュー（相互訪問）のパイロットテスト 



【宮城県】 
緩和ケア提供体制に関するピアレビュー 

【目的】 ①県内の関係者の訪問評価によって、自施設では
見出せない課題を明確化し、具体的な対応策を検
討することで、施設内の緩和ケアの質を向上する。 

②県内の緩和ケアに係る情報の共有と、評価、分
析を行うことで、県内の緩和ケアに関するPDCAサ
イクルを確保する。 

【参加
者】 

対象施設緩和ケア担当者・地域連携担当
者・院長・副院長・外科部長・等 

15名 

宮城県拠点病院緩和ケア部会メンバー 10名 
県外専門家 5名 
事務局 4名 



時間	 時間	 スケジュール	 
事前   

120分	 調査メンバー事前打合せ 
調査   

20分	 Ⅰ．スケジュール・実施方法説明	 
50分	 Ⅱ．対象施設の緩和ケア提供体制の紹介	 
80分	 Ⅲ．施設内見学・ヒアリング	 
60分	 Ⅳ．質疑応答・意見交換	 
10分	 Ⅴ．まとめ（フィードバック）	 

事後 1カ月後	 レビュー結果の報告	 
2カ月後	 対象施設改善策の立案	 
1年後	 1年後の評価	 

【宮城県】 
緩和ケア提供体制に関するピアレビュー 



ピアレビューの課題 

•  レビューを受ける施設の負担 
•  緩和ケアチーム以外のスタッフへの周知、
スタッフの恐れ 

•  訪問チームの構成、負担、スキル 
•  結果の施設へのフィードバック方法 



まとめ 

•  宮城県では緩和ケア部会を中心に活動をは
じめた。 

•  各病院の情報を集約化し、どのように自施設
の状況把握・評価をするのが適当かを検討
している。 

•  研究班と共同でピアレビュー（相互訪問）
を試行。 

•  まだはじめたばかりで、今後、宮城県にとっ
て最適な方法について継続的に検討。 


